
 

1．実施機関 

国立大学法人愛媛大学 

 

2．企画名 

科学力と国際力を伸ばす次世代科学技術人材の育成プログラム 

－愛媛で学び，世界を目指せ！－ 

 

3．総合評価コメント  

受講生の一次選抜においては、応募者全員が参加するプレチャレンジによる行動評価を取り入

れ、応募者を分け隔てなく扱い選抜している点は評価できる。また、二次選抜において通常選抜

に加えて早期選抜を行い、具体的な研究テーマをもった受講生に早い段階から研究できる環境を

提供するなど、選抜方法が工夫されている点も良い。 

しかしながら、応募者数が２年度目に減少しており、その原因分析、対策を十分に行う必要が

ある。応募者が特定の高校に集中しないよう、広範囲から受講生を募集することが望まれる。ま

た、育成プログラムを実施するにあたり、少数の教員へ負担が集中していることが懸念されるた

め、大学全体で本プログラムが理解され、多くの教員がバックアップするような体制を構築して

いくことが必要である。 

 


